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■ 外形寸法・材質

■ 梱包部品一覧

●外形寸法：幅1200×高さ1205×奥行700mm
●構成部材：スチール
●表面加工：亜鉛メッキ仕上げ

梱包箱の中には以下の部品が入っております。組み立てを行う前に、すべての部品がそろっていることを

確認してください。万一足りないものや損傷しているものがある場合は、購入された販売店にご連絡ください。
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梱包 No.1

側 板 　 左

上 部

側 板 　 右

※印の付いた部品は予備数量分多めに入っています。

■部材構成図
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■ご用意いただくもの

※必ずご用意下さい。

手袋
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●組み立てにあたり、各取り付け穴は、組み立てを容易にするために余裕を持たせてあります。片寄った締め方をすると、穴が合わない場合が
あります。この場合はボルトをゆるめ、穴位置の調節をしてください。

●部材の性質上、たわみの発生している箇所があります。完成時の品質に影響するものではありませんが、組み立て時にボルトが届かない場合
もございます。その際にはたわみのある部材を押し付けるなどし、ボルト締めしてください。

■ 組立順序のご説明

1
①右図のように、前枠・左右側板を表面を下にして置きます。

前枠・側板取り付け

側板左側板左

側板左側板右

上側

※側板と前枠を少し持ち上げて、ボルトを
　上に向けてさしこんで下さい。

ナット

ワッシャー

ボルト

②側板左を垂直に立ち上げます。

④側板右も同様にして取り付けます。

③前枠を側板の枠の内側に入れ、側板と前枠を

ボルトで仮止めします。

2
①側版を左右に拡げ、側板枠内側と前枠の間に、
　上部を入れ込みます。

上部の取り付け

②上部と側板をボルトで仮止めします。

上部

ボルト

ワッシャー

ナット

上側

前枠

扉金具がついているほうを
下側にします。
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ボルトは仮締めです！

ボルトは仮締めです！

●ボルトナットは　最初から工具で締め込まず、まず手で仮締めをしてください。全体が組み上がり、

ゆがみを調節してから、しっかりと工具で本締めを行ってください。



4ジャンボメッシュＳＴ７６０組立説明書

3
①本体を一旦起こし、今度は背面側を下にするように、本体を寝かせます。

後部の取り付け

②後部を少し斜めにし,
本体に入れます。

③側板・上部と後部を
ボルトで仮止めします。

穴が空いているほうを
上部側にします。

後部

※側板と後部を少し持ち上げて、ボルトを
　上に向けてさしこんで下さい。

ボルト

ナット

ワッシャー

底板の挿入4
①本体下側の空いているところより、
　底板を少し斜めにしながら、本体に
　入れます。

②下図のように、底板を後部側に置きます。

底板

メッシュ板の
溶接箇所のある面を
上に向けてください。

底板

③本体をゆっくり起こします。

※底板が前側に倒れますが、問題ありません。

760-04-01

ボルトは仮締めです！



底板の配置5
①前面上段の扉を開け、
　中の底板を前側に引き寄せます。

②底板を反対側に倒し、後部・側板・前枠の
　下側のふちに底板を乗せるようにします。

持ち手の取り付け6
上段扉に持ち手をつけます。
扉内側より、ワッシャー・スプリングワッシャー・ボルトで止めます。

歪みなどを調節しながら、すべてのボルトを工具で本締めします。
アンカー固定は地面に適したやり方で行ってください。

脚の接地面に
アンカー固定用の
Φ12mmの穴が開いています。

ボルト

ワッシャー

スプリングワッシャー

持ち手

※扉に傾きが生じている場合は蝶番のボルトナットを
   緩め、傾きを調整してから、締め直してください。

760-05-01

水平でないところに設置すると、全体に歪みが生じ、
扉の開閉に支障をきたします。

※必ず水平に設置してください。
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完成7

ゆがみを直してから
ボルト本締め




